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事務局よりのおね。 がい 

A. 会費納入のお 願い 

学会の会計が 諸物価の値上り ，会費滞納などのため 大変苦しくなっています。 

誠に恐縮ですが 会費の前納に 御協力下さる 様， お願い致します。 会費は同封赤色 

振替用紙にてお 払い込み下さい。 念のため，年間会費は 4,5 0 0 円です。 
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B. サーキュラ ー への投稿おねがい 

学会員相互の 交流のためいろいろな 話題をお よせ 下さい。 学問上のこと ( たと 

えば，意見の 交流を求める 話題の提供， トピッタスの 紹介，国際会議の 様子，な 

ど ) , 研究室の紹介，学会への 意見などいろいろあ ると思います。 ふるって投稿 

して下さい。 なお，原稿は 事務局，庶務幹事，あ てお送り下されば ，幸いです。 

C. 最近 nGD の別刷 代 が事務局の銀行，および 郵便振替口座に 納入される例が 

2, S あ りました。 事務が繁雑になりますので 御注意下さる 様 おねがいします。 
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1 . 第 l 2 回運営委員会報告 
睡 

運営委員会が 1 月 1 3 日 ( 月 ) 名古屋の愛知会館において 行なわれた。 前日よりの豪雪で 列 

申 が非常に遅れ 大変な中を下記の 運営委員の御出席により 開催された。 

出席者 : 椙山 ( 会長 ) , 石崎，江口，岡崎，岡田 ( 節 ), 酒井， 波磨 ， 柳島 ，山名，以上運 

営委員。 事務局より，大西，排出，高橋。 

討議及び報告事項の 概略は次の通りであ った。 

  

S @  昭和 5 0 年度暫定予算案 ( 別表参照 ) 

財政状態がかなり 苦しいので，諸種の 検討がなされた。   

基本的には，機関紙の 売上げ部数及び ，会員数を増すことが 第一であ るため， VoI. 1 7, 

ん 1 を国内外の研究機関及び 個人に寄贈することが 決まりました。 現在送付先を 検討中ですが ， 

会員諸氏におかれましても ，もし送付先についての 御意見があ りましたら事務局までお 知らせ 

下さい。 また入会の勧誘についても ，積極的に御協力願えれば 幸です。 あ わせて学会費の 前納 

制に 御協力下さい。 

S 5 0 年度暫定予算案 

前年度繰越し 2 37,6 2 8  DGD 印刷製本質 8,3  00,00 0 

( 事務局 ) ( 1 6(4), 1 7 ( 1 一 8 ⅠⅠ 

学 会 費 2,6 0 0,0 0 0  編集局経 費 Ⅰ， 5 0 0 ， 00 0 

DGD  売 上げ 
(1) 

2,2  00,00  0  事 務局経 費 8  5 0,000 

  
文部省助成 ( 5. 60) 6 0 0,0 0 0 第 8 回 大会 

要 旨 印 刷費 
4 00,0 00 

岩波車刊本売上げ 70  0,0  0  0 
運営委員会費 l 2r0 ， 0 0 0 

DGn  広告代 2  0  0,0  0  0 
サ ー キ ュ ラ 一 

甘 木 息 3 0,0  0  0 三口占 旧 Ⅱ 房記 (  8 回 ) 1@ 00,0@ 00 

準 備 金 1  00,0  0  0   第 8 回大会援助 費 5  0,0  0  0 
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Ⅲ 49 年度売掛け金約 80 万を含む。   ム口 計 6,740,25 1 
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S 2  学会の運営と 会則 

本学会が日本発生生物学会として 発足以来，来年 で 二年を経過したことになります。 その 

  

間 ，徐々に本学会も 発展の方向に 目っていることは 喜ばしいことであ りますが，それとともに 

若干，学会の 運営，会則に 検討を加えなければならない 面で，不備な 点が出て参りました。 

そのため， " 会則一般 " の検討を行なうことを 運営委員会で 決め，次の万々で 小委員会を作 

り ， 御 検討をお願いすることになりました。 

江口吾朗，岡田節人，竹内郁夫，双田靖 男 ，丸山工作 

運営委員会で 議論された主な 事項は下記の 通りです。 ①選挙施行細則について ②会費の長 

期米納者の処理の 問題 ③分野の偏 よ りをど う 解決して い く か ④運営委員及び 会長に不測の 

事態を生じた 際の規定がないこと……などの 問題点が提起され ，昭和 5 ¥ 年 1 月の運営委員会 

までに一定の 結論を出すことを 前記小委員会にお 願いしました。 

s 3  大会関係について 

本年度 ( 第 8 回 ) より大会講演者は 5 0 年度までの会費を 納入した会員に 限ることが決めら 

れました。 したがって 5 0 年度会費未納の 方 ( 会費は前納 制 です ) , および非会員の 方の講演 

は 受けつけないことになりましたので 御注意下さい。 これは，非会員の 方々の大会講演または 

参加を排除するのではなく ，学会の運営，財政問題などを 関連して議論された 結果で，決定に 

際して考慮された 点は以下の 8 点に要約されます。 1) この 2 一 8 年会員数がのびなやんでい 

るためその増加対策， 2) 学会の財政状態の 打開， 8) 会員と非会員の 差が明確ではなく ，そ 

のため会員の 特典が ，は づきりしない。 特に大会講演， DGD への投稿など。 

以上ですが会員の 皆様の御協力をお 願いするとともに ，非会員の講演希望者の 万々をはじめ 

として， 禾 全人の方々への 勧誘をあ わせておねがいする 次第です。 

s 4  ぞの他の報告事項は 以下の通りです。 

第 2 回運営委員会 1 9 7 5 年 1 月 1 3 日 

  
名吉屋愛知会館 

報告事項 ( 後述 ) 

oDGD 編集主幹報告   岡田主幹 ) 

0 単行書委員会報告   金谷委員長 ) 
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0 国際発生生物学会議について ( 岡田 節人 ) 

  

0 庶務報告   高橋庶務幹事 ) 

議 事 

0 昭和 6 1 年度以降の会計対策 ( 会費高値上げの 是非，会員増加の 対策，等々 ) 

0 会の運営と会則・ 選挙施行細則の 再検討 

0 昭和 5 1 年度大会開催地の 選定 

0 昭和 5 1 年度以降の事務局依頼について 

0 その他 

I. D G D 編集委員会 

  

1 月 1 8 日，名吉屋市愛知会館にて ，岡田， 団 ，金谷，古谷，石崎，山名， 柳島 ，各委員 

( 順不同 ) , 小嶋幹事，桝田学会会計幹事， 椙 出双主幹出席のもとで 委員会を開きました。 

岡田主幹から 1 9 7 4. 年度の報告があ り，ついで本年度および 将来の計画につけず 討議を行 

ないましだ。   

1) 1 9 7 5 年度 DQD 編集幹事は引続き 小嶋 氏 ( 名犬，菅 鳥 臨海 ) に依頼，印刷は 荒川 印 

刷 ( 名古屋 ) で行な う 。 

2) 1 9 7 6 年度の暫定予算を 決めた。 1 9 7 4 年度より約 2 割増。 印刷費，人件費の 値上 

げは止むをえない。 但し，事務費を 多少へらすことができる。 

3) 従来付なってきた 論文審査の費用支払いをやめる。 

4) DGD 論文の引用論文リストの 文献タイトルの 記載をやめる。 

5) VoI, 17, 尼 ． 1 は 1 月 2 0 日頃 編集を完了し 印刷 て 回付， 8 月末までに完成させる。 

以後定期的に 刊行し，年間 4 回刊行のスケジュールを 確立する。 

6) 将来，寄稿論文数の 増加に体なって ， 2 段 組 印刷，あ るいは年 6 回刊行などの 計画をた 

てる必要があ るかもしれない。 これは学会の 経済状態と関連することで 慎重厄検討すること。 

なお， DC 出 D 定期購読者をふやすべく 努力をすることになりました。 この件については ， 柳 

島 直彦氏 ( 名人・ 理 。 生物 ) にアレンジを 依頼しましたので ，会員各位で ，購読 充 として可能 

性 のあ るところを御存知の 方は是非， 柳 鳥兜にお知らせ 下さい。 

岡田主幹 記 
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m. 単行本委員会よりの 報告 

昨年 4 月末単行本編集委員会を 行ない， ( 東大生物生理学教室において ) 第 6 集としては 

「受精の生物学」と 題して，微生物，原生動物をはじめ 哺乳類にいたる 受精現象をまとめた 本 

を 刊行することに 決めました。 編集担当としては ，金谷と毛利があ たります。 幸い乙の方面の 

有力な執筆者の 協力が得られ ，現在原稿もは ぽ 集まり，これから 編集業務に入る 予定です。 

1 Ⅳ 国際発生生物学会議について 9 7 7 

1 9 7 7 年に東京で開催予定 についての準備状況に 関しては，前回， 

前々回のサーキュラ 一に掲威した 通りであ ります。 現在， Local Com Ⅲ ttee  としては， 

代表， 団勝磨 ，幹事，寺山窟としてアレンジされています。 一方，この会議のプロバラムに つ 

いて，国際発生生物学会本部直属の Scientif ic O 「 ganizat lon ComIm ㎡ ttee 

が設けられ， J . D. 村 ler t C 米 ． Bal timore ) と 小生とが co 一 chai rman として 

任命されましたことは ，前回のサーキュラ 一で報告しました。 先に本部から 発行されました 

l. S. D. B 一 ・ News le tter でもこの件を 報告し， 1 9 7 7 年の会議で採用すべき 

Symposiu m], ュ workshop のテーマなどについて 意見を求めましたところ ，すでにアメ 

リカ側からいくらかの 反応を受けており、 ます。 わが国の研究者からも 意見を小生死 ね 寄せ下さ 

よ る ぅ お願いします。 なお Scient i fic  Organizat @on  ComTni  ttee の第一回会 

合を， 来る 4 月上旬， Woods Hole ( 木 ) で開催しますので ，特にそれ以前に 御意見を頂 

ければ幸いです。 

岡田節人 証 

V. 日本発生生物学会、 第 8 回大会の御案内 

すでにサーキュラー %1 9 でお知らせしましたが ，第 8 回大会は R 月 2 9 日 ( 木 ) , 8 0 日 

( 金 ) の 2 日間仙台に於て 行なわれます。 準備委員では 次のとおりスケジュールの 大要を決め 
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ました。 多くの万々の 御参加をお待ち 致しております。 

1. 大会日程 

  

なお，一部変更もあ りえますので 御 了解 下 きい。 

2.  会 場 

宮城県労働福祉会館 ( 仙台市上杉 n 丁目 ) 

8. 参加ならびに 講演の申し込み   

a) 参加希望者はサーキュラ 一別紙添付の 申し込み事に 必要事項を記入の 上，大会参加費 

2,0 0 0 円 ( 学生，院生 1,5 0 0 円 ) をそえて， 8 月 8 日 ( 必着 ) までに 

〒 980 仙台市荒巻 字 青葉 

，東北大学理学部生物学教室 

竹 内 祐 司   

あ てお申込み下さい。 なお送金は定額小為替 ( 宛名，竹内祐司 ) を阿利用下さい。 

b ) なお本年度より ，講演者は 5 0 年度までの会費を 納入した会員に 限ります。 したがって   

会費未納の 方 ，および非会員の 方の講演は受けつけませんので 御注意下さい。 

c ) 講演希望者には 所定の原稿用紙を 郵送しますので ，御記入の上，上記あ てに 御 送付下さ 

  

d ) 講演は 1 人 1 題です。 但し共同研究者として 加わっておられる 場合はこの限りではあ り 

ません。 

e ) 講演時間は討論を 含めて 1 題 2 0 分とします。 

4.   講演要旨 集 

講演要旨 集は ，大会への参加の 有無にかかわらず ，会員全員に 配布致します。 
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5. 宿 泊 

大会準備委員会では 宿舎のあ っせんは致しま 宿舎が便利と 思いますのでお 

らせ致します。 

a ) 共済関係 

仙台共済会館 ( 国家公務員共済 )   

〒 98,0 仙台市錦町 1 一 8 一 17 

学風花 ( 国家公務員共済 ) 

〒 980 仙台市宮町 4 一 1 一 8 , 4 4 6 9   

勾当 台 会館 ( 地方公務員共済 ) 

  

  

〒 980 仙台市国分 町 8 一 9 一 6 , 2 2 一 8 8 0 1 

教育会館 ( 教職員組合 ) 

〒 980 仙台市柏木 1 一 2 一 4 5, 7 1 一 9 8 4 0 

都市センター 

〒 980 仙台市国分 町 5 - 1 0, 2 7 一 2 6 1 1 

b ) ビジネスホテル 

仙台ビジネスホテル 

〒 980 仙台市上杉 1 一 4 一 2 5 , 6 1 一 5 7 1 1 

グリーンホテル 

〒 980 仙台市錦町 2 一 5, 2 1 一 4 1 

第一ホテル 

〒 980 仙台市中央 2 一 8 一 1 8 . 6 1 一 6 6 B 1 

仙台ロイヤルホテル 

〒 980 仙台市中央 4 一 1 0 一 1 1 , 2 7 一 6 1 3 1 

6. その他について 

大会についてのお 問合わせ，御意見は 準備委員会までお 申し出下さい。 

〒 980 仙台市荒巻 字 青葉 

東北大学理学部生物学教室 

日本発生生物学会第 8 回大会準備委員会 Tel 0222 一 22 一 1800 

総務担当 樋渡 ( 内線 4245 ) または 竹内 ( 内線 4276 ) 
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        Ⅵ．下狩局からの。 お知らせ 

s 1 会員数について 

( 昭和 4 9 年 1 2 月 2 0 日現在 ) 

会員総数 4 9 2 

新入会員 2 6 国外機関購入 1 1 

退会会員 cIU 8 国外個人会員 1 7 

国内機関購入 5 0   

s 2 会費の納入状況 

( 昭和 4 9 年 1 2 月 2 0 日現在 ) 

く 会費滞納者 ノ 

総会員数 4 9 2 名 

 
 

昭和 4 4 一 4 9 年滞納者 8 名 1@ % 

27 4 5 一 4 9  2/ 1 名 0 ． 2% 

27  4  6 一 4  9  x/ 4 名 1 % 

27 4 7 一 4 9  2/ 1,0 名 8 % 

ノ /  4  8 一 4  9  77 2 8 名 5 % 

  4  9  // 9 2 名 1 9  % 

03 Ⅰ 3 昭和 5 1 年度以降の事務局の 依頼について 

昭和 4 9, 昭和 5 0 年度の 2 年間事務局は 名古屋大学理学部生 

すが， 5 1 年度以降の事務局をどこにするか 考えなければならなくなりました。 今回の運営委 

員 会においては 結論は出ず， しばらくの間検討を 行なうことになりました。 

5 4 昭和 5 1 年度第 9 回大会の予定地   

第 9 回大会の候補地として ，大阪地区，東京地区があ げられ，次回運営委員会で 決定され 総 

会に報告の予定。 
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Ⅶ・ 会 員 変 動 

く 新入会員 ノ 

氏 名 所 属 テ ー マな ど 

加藤 淑 裕 三菱化成生命化学研究所 ①細胞組織間相互作用，細胞周期の 解析 ②ニワト 
リ胚 培養細胞 

高岡 実 名古墨 太 ・教養 ①昆虫の変態機構 ② シ 。 ウジ， ウバエ， 却 
高橋 進 名古屋大・ 理 ・生物 ①昆虫ホルモンの 作用機構 ② 

武内 考早 大阪教育大，生物 

中西 敏 昭 兵庫県立立川西縁台高校 

中西夷智夫 吉富製薬株式会社研究所 

新宮 暁子 残留農薬研究所内 ①催奇形 学 ② Rat,Mouse,Hams ter, 
Rabb@ i@ t ， e@ tc   

日原 名主 ( 〒 11 5 ) 東京都北区 
西が丘 1 一 10 一 5 

広島 忠君 金沢医科大・ 教養・生物 ①海綿の分離細胞による 再 凝集 ② ホソナ ガザラ ヵ 
イメン 

堀 功   カ ツ ①動物の結合組織，基底膜の 超微構造，形成機序， 
機能 ②プラナリア ，ムラサキ カ イメン ，ホソナガ 
ザラカィノ ン 

  

吉崎 範夫   岐阜 大 ・教養・生物 

若杉 男 名古屋大・ 農 ・家畜育種   

VASSILI@ Zoological@ Labora- 
KIORTSIS@ tory@ And@ Museum- 

  Universi》y｛f Athens-Greece 
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H ・ 4 Ⅰ Sch-@ U Ⅰ     V ， Calior Ⅱ     a 、 
neiderman@ Irvine ，   

  

@Developmental genetics;pat》ern ・   
format ion ; i nsect@ hormones 
@Drosophi@ 1@a ， 

く 所属，住所変更 ノ 

く旧ノ 

石田 寿老 埼玉大，理工・ 生仏 

碓井 益雄 東京教育大・ 理 ・ 動 

く新ノ 

東邦大・ 理 ・ 生 

( 〒 1 12  ) 東京都文京区千石 2 一 88, 1 一 104 号 

一 8 一 
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岡田 克 弘 

  河本 典子 

木戸 哲二 

佐藤 矩行 

沢野 啓一 

高橋 敬 

高橋 延昭 

塚原 潤二 

  尾 元紀 

宏高 真澄 

山崎 正博 
  

徳島大・教養・ 生 

岐阜 大 ・ 医 ・ 1 生理 

金沢 大 ・ 理 ・ 生 

東京大・ 理 ・ 動 

東京都立大森高校 

The@ Public@ Health 
Reseach Instl tute 
of@ the@ Ci@ty@ of@ New 
York 

北天・水産，淡水増殖 

名古屋大・ 理 ・臨海 実 

東京大・教養・ 空 

名古屋大・ 理 ・ 生 

東北大・ 医 ・ 8 解 

山田明男大阪市立衛生研究所 
  

生
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芦田 譲治 

池田 高良 

伊藤 道夫 

岩井 浩一 

白井 英夫 

  浦野 誠 子 

江口 保暢 

小林 最 

小林 直正 

菅井 通三 

滝本 敷 

立松 洋子 

( 〒 772 ) 鳴門市撫養町岡崎東 9 3 

( 〒 464 ) 名吉屋市千種区東山道 7 5 一 3 4 

金沢医科大・ 教養 

京都大・ 理 ・ 動 

東京都立日本橋高校 

関西医科大 

札幌医科大・ 生理・第 1 講座 

埼玉大・教養・ 生 

光夫・低温科学研究所・ 生化学部門 

愛知医科大 

山形大・ 医 ・ 1 解 

大阪市立環境科学研究所 

名城 大 ・ 生 

理
 
病
 
 
 
第
 

部
 水
底
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大
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崎
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長
 

川崎市多摩区生田 2047 一 4 

大阪府立大・ 農 ・家畜解剖 

大分市南 春町 5 組 

同志社大・ 生 

名古屋大・ 理 ・ 生 

京都大・ 農 

東京都練馬区関町 4 一 6 8 7 

電々公社練馬関町アパート 6 一 1 一 4 

一 9 一 



  
 
 

  

坪田 宏 

平井 越郎 

三田 切 

宮田 尚 雄 

柳沢嘉 - 郎 

矢 原 冨吉 

山田 康之 

神戸大・教養・ 生 

仙台市 1 番 町 1 6 一 2 3 

大正製薬 KK . 薬理研究室 

名古屋大・ 理 ・主 

都立 アイソ ト一 プ 研究所 

鐘紡㈱ 薬品研究所 

京都大・ 農 ，農芸化学 
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